
保育所における感染症対策ガイドライン（2026 年改訂版）案について 

（概要） 

令 和 ８ 年 1 0 月 1 6 日  

こども家庭庁成育局成育基盤企画課  

 

 

１．改正の趣旨  

○ 「保育所における感染症対策ガイドライン」は、乳幼児期の特性を踏まえた保育所に

おける感染症対策の基本を示すものとして、2009（平成 21）年８月に厚生労働省雇用均

等・児童家庭局保育課長通知により発出された。その後、2012（平成 24）年の学校保健

安全法施行規則（昭和 33 年文部省令第 18 号）の一部改正、2017（平成 29）年の保育所

保育指針（平成 29 年厚生労働省告示第 117 号）の改訂を踏まえ、随時改訂をしてきた。 

 

○ 「保育所におけ前回の改訂から８年が経過し、その間に新型コロナウイルス感染症に

よるパンデミックが発生したことで、感染症対策に関する多くの知見が得られたことを

踏まえ、「令和７年度成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業」において、有識者による

「保育所等における感染症対策の推進のための研究」が行われた。 

 

○ 研究成果を踏まえ、保育所等における感染症対策の見直しや、こどもの安全の確保を

最優先としつつ、こども、保護者、保育所、行政機関などの負担軽減を図る観点からガ

イドラインの改訂を行う。  

 

２． 改正の内容  
○ 登園再開に関する医師の意見書、保護者の登園届の対象となる感染症の見直し 
○ 感染症予防のための取組の充実として、「換気と空調管理」及び「感染症集団発生時の 
保育所の事業継続などに関する対策」の項目追加 

○ 最新の知見を反映した、個別の感染症ごとの症状や予防、感染拡大防止策等に関する 
記載や写真の充実 等 

 

３．通知発出・公表等  

令和８年 12 月（予定）  


